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j潜ぷ毀ごツヅ賃漂ぷ診て言ド心
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　1津］μ斗曳久却蜷寂りりりK 勿ぺか飯方瓜L憚水着ハ貯和

仁に勿球r^御゛^乞匁コアこクーど奏町i. a 0"ク7 リ£陣的支払K よ,べ枝討レ，両
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飢種鎮勿佳食品の軟化におよli'-iペクナン質。影響につい７
　　　　　　武庫･ﾘ々大匁友　○松下浩子　佐伯峰子　、柘木章子

　目的：一般に植物性食品は. 調理すゐこ.LにJt リ軟化の刄象がふられます。今回n ”癩･

劃･ ’力亀，にi I)tじゐ軟化の現象について，酸化・一^k彦えゐペフ十ン質の如巳を

金品麺繊の灸化の顕峯鏡規県おJ ひペ7チン噴のc-t,こjtり，検討を行ないまI ft。

　方砥：試料･3，rり-ンアスパラがスりヽさ・ごli'う（凌,"ﾘ) ･ lこんじん(五寸）

れんこん（J｡総枝）を用いた・加熱・冷凍条件は，i.(芦.和熟）･ 力｡弗・産｡め湊凍･魚弗

後糸東り4種とした. 名哉料,てつい1, I り/.,しテニウムレ･･ド巌色を行ない顕蔵鋤こct 9.

細胞・組練色観察i まI re。試料中めぺ7キン質ばH >ﾚﾉくソールH色感jてょリ定量i行y
いまL ft。

　秘長：え沸，冷凍,--より食晶組緬め軟と命く認められμ。顕裁縫観峯の秘莱，・羞沸,つi

り逗式加鮮,にjiり，各料の柔佃胞は細把壁冲Jkがゆるみ, 細氾･く円乙なった。冷凍,こ^

'), 麦細胞問の自由水iK東時に俸積。増加かζおこリ細胞壁の破岐かごみらKT乙。　ぺ7子

ン劃こっいては;&､試料とも和島冷凍rこよリ総ベクTンの減り’ぐ認められた。iμ加齢･l~

J:り各試料と1 恥瀋性ペクチン（W.R）の減少ir<みられμ｡不泰性ベクナニ／のうちボリ')ン

酸可疼性ぺ7乎ン（P.R）は試料/ニi ･;異な･ﾌだ禧莱H-i得られた。酸可溶性ぺ7今ン(H.P.)
･i減少I た。冷凍丿こfe^

襄なった。加焦時の畝，アJレ1] リas影響おi ひi，外iLの肩無の違いにより，食品組繊の

むﾋ。ペク令ン贋の良知が認められた。一般に組薫がゆふむのは。座沸にょゐぺ7-fン噴
の溶出と関係,があると^ £らi^る。


